


















































































境 ② 社会環境 (他の人間との関係など) ③ 内面




























































































強いなどがあげられる (中西 1980;江測 2002;星野
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平 均 分 散 丁値
英 語 圏 (n=39') 116.1 208.
8
非 英 語 圏 (n=18) 101.3 128.1.77*
3
*Pく.05
表 8 T検定の結果 (n=57)
平 均 分 散 丁値
一 年 以 内 30.1 35.8
現 在 33.2 16.1 2 .4 5*







































































22 フ ラ ン ス





16 ア メ リカ



















4.6 3年 高 校
1.6 生
14.7 2年 高 校
生
3.4 8年 院 生











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































23)高萩保治 ･木場修一 ･中西晃 ;海外帰国子女におけ
るカルチャーショックの要因分析と適応プログラム
の開発･試行,東京学芸大学帰国子女教育センター,
(1982)
24)石飛和彦 ;問題設定装置としての<帰国子女>カテ
ゴリー,
htp://wwwbiglobe.ne.jp/∧ishitobi/kikoku.htm 1
(2002)
25)戸川行夫 ;『適応と欲求』,金子書房,25(1956)
26)前田垂治 ;『図説臨床精神分析学』,誠信書房,18
(1985)
27)26)に同じ
28)北村暗部 ;『適応の心理』,誠信書房,ll(1965)
29)斎藤耕二 ;『国際化時代の教育』,海外子女教育セン
ター,248(1986)
30)布施晶子;帰国子女の帰国後の不適応に関する研究,
早稲田大学文学年報,30(1),47-54(1997)
31)布施晶子;帰国子女の帰国後の不適応に関する研究,
早稲田大学大学院文学研究科紀要,44,3-17(1998)
32)21)に同じ
33)箕浦康子 ;『子どもの異文化体験』,思索社,106-
110(1991)
34)渋谷真樹 ;マイノリティ集団内部の多様性と力関
係一帰国子女教育学級に在籍する ｢帰国生｣らし
くない ｢帰国生｣に着目して-, ジェンダー研究
(お茶の水女子大学ジェンダー研究センター),3,
149-162(2000)
35)佐藤郡衛;帰国子女像の再考,子どもと家庭,30(ll),
1ト15(1994)
36)佐藤郡衛 ;『海外帰国子女教育の再構築』,玉川大学
出版会,212(1997)
37)36)に同じ
38)橋本綾香 ;『帰国子女自らを語る』,アストラ出版,
114(2001)
39)35)に同じ
40)7)に同じ,505
41)20)に同じ
42)江測-公 ;『日本人の構造』,東南アジアの日本人一
現地分化への適応パタンの問題を中心として-,
(現代のエスプリ別冊),(1980)
43)中西晃 ;帰国子女教育の現状と課題,教育と医学,
40(6),514-512(1992)
異文化体験と自己イメージの形成
一帰国子女の ｢適応｣過程の検討-
羽下 飛鳥､松島 恭子
要旨:本論文では,自己イメージの形成過程についての知見を得るために,特に異文化体験という環境の変化を経
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